
※皆減（かいげん）は予算用語。今年で廃止した事業に用います。
　皆増（かいぞう）はその逆で今年から立ち上げた事業に用います。
※公共下水道事業会計の額は経常的支出と資本的支出の合計額です。

各会計予算規模一般会計歳入一般会計歳出 市債
22億5,680万円（10.8％）

209億4,006万2千円
79億985万2千円
8億9,906万3千円

46億3,876万円
0円

594万5千円
134億5,362万円

33億2,390万3千円 
33億2,390万3千円
377億1,758万5千円

2.8%
1.6%

△2.4%
3.9%
皆減 

△26.7%
△17.7％

皆増 
皆増
2.7%

会計名 平成２８年度 増減率
一 般 会 計

合　　計

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
公 共 下 水 道 事 業
住宅新築資金等貸付事業
小 計
公共下水道事業会計
小 計

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

歳入
209億
4,006万円

自主
財源
36.1％

依存
財源
63.9％

自主財源その他
繰越金 2億円（1.0％）
使用料・手数料 3億4,171万円（1.6%）
分担金・負担金 3億3,529万円（1.6%）

依存財源その他
地方譲与税 1億7千万円（0.8%）
地方特例交付金 6,200万円（0.3%）
自動車取得税交付金 3千万円（0.1%）
利子割交付金 1,250万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金 320万円（0.0%）
配当割交付金 4,500万円（0.2%）
交通安全対策特別交付金 1,240万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金 3千万円（0.1%）
地方消費税交付金
9億5千万円（4.5％）
県支出金
14億8,586万円（7.1％）

国庫支出金
31億5,737万円（15.1％）

地方交付税
51億5,800万円（24.6％）

繰入金
6億3,153万円

（3.0％）

寄附金 1,210万円（0.1%）
財産収入 7,531万円（0.4%）
諸収入 1億4,550万円（0.7%）

歳出
（目的別）
209億
4,006万円

民生費
84億9,028万円

（40.6％）

衛生費
21億8,975万円（10.5％）

土木費
20億6,222万円（9.8％）

総務費
30億3,168万円

（14.5％）

教育費
17億6,160万円

（8.4％）

公債費
19億3,133万円

（9.2％）

消防費
6億9,997万円（3.3％）

農林水産業費
3億3,624万円（1.6％）

商工観光費
1億8,557万円（0.9％）

その他
議会費 2億1,567万円（1.0%）
労働費 0万円（0.0%）
災害復旧費 414万円（0.0%）
予備費 3,161万円（0.2%）

その他
維持補修費 1億3,843万円（0.7%）
積立金 3,974万円（0.2%）
投資及び出資金 1億1,361万円（0.5%）
貸付金 3,546万円（0.2%）
予備費 3,161万円（0.2%）
貸付金 3,546万円（0.2%）
予備費 3,161万円（0.2%）

歳出
（性質別）
209億
4,006万円

扶助費
52億2,866万円

（25.0％）

人件費
27億8,259万円

（13.3％）
公債費
19億3,133万円（9.2％）

普通建設事業費
25億1,964万円（12.0％）

災害復旧事業費
414万円（0.0％）

補助費等
28億6,114万円

（13.7％）

物件費
29億6,147万円

（14.1％）

繰出金
22億9,224万円

（10.9％）
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予
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て
難
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１
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収
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収
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。
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付
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付
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２
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０
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６
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る
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。

平成28年度予算特 集

▲損傷が確認されている橋梁
の補修工事等を実施します

橋梁長寿命化修繕事業

▲行政機能の統合に向け福間
庁舎増築棟を整備します

庁舎統合整備事業
写真で見る予算
ハード編

市税
58億2,549万円（27.8％）

駅
東
地
区
の
開
発
や
人
口
の
増
加
で

市
税
は
微
増

※
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歳
出
の
話
を
す
る
わ
ね
。
目
的
別
円

グ
ラ
フ
は
、
総
務
費
、
民
生
費
、
衛

生
費
、
土
木
費
と
か
、
使
う
目
的
に
よ
っ
て

分
け
た
も
の
な
の
。
性
質
別
円
グ
ラ
フ
は
、

人
件
費
、
補
助
費
等
な
ど
の
性
質
で
分
け
た

も
の
よ
。
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保
護
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児
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手
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な
ど
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扶
助
費
に
お
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が
か
か
っ
て
い
る
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。

今
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は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
事
業

を
す
る
予
定
な
ん
で
す
か
。

下
の
表
を
見
て
み
て
。
市
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の
皆
さ

ん
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康
を
維
持
す
る
た
め
の
健
康

診
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な
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あ
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わ
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。
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ら
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の
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福
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児
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に
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す
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た
め
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改
築

事
業
や
、
学
童
児
童
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加
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す
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た
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の
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。
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共
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設

等
総
合
管
理
計
画
策
定
事
業
と
い
う
の
も
あ

る
わ
ね
。
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、
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梁
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が
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懸
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。
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ど
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。
ど
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そ
の
重
要
度
、
緊
急
度
、
有
効

度
を
考
慮
し
て
予
算
化
し
て
い
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め
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か
な
く
ち
ゃ
ね
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　平成28年度当初予算の人件費は全会計総額
約30億です。一般会計総歳出額に占める人件
費の割合は13．3％となっています。今年度
の人件費は、人事院勧告による給与月額や期
末手当の増、地域手当の支給率の変更による
増などがあったものの、共済費の負担率の変
更などで前年度比１.７％の減額となりまし
た。人件費は性質上義務的に支出しなければ
ならない経費です。これは財政の硬直化につ
ながるなど、財政運営に大きく影響を及ぼす
ため、適正な定員管理が求められます。職員
の定員管理が効率的であるかを見る一つの指
標として「職員一人当たりの人口」が挙げら
れます。この数値が大きければ、その自治体
は比較的少人数で事務を行っていることにな
ります。市の職員(一般行政職)一人当たりの
人口（平成27年３月31日現在の住民基本台帳
人口で算定）は245人で（県下政令市除26市
平均222.7人）で26市中8番目に多い数字と
なっていて、比較的少人数の職員で行政事務
を行っているといえます。

●前文
　○総合計画策定事業 1,656
　　公共施設等総合管理計画策定事業 969
　○庁舎統合整備事業 4 億 1,714
　　津屋崎庁舎再生整備事業 6 億 8,222
　　コンビニ交付システム構築事業 1,452
　　収納強化事務 592

●みんなの力で地域自治をすすめるまち
　　郷づくり交付金事業 1 億 3,001
　　郷づくり活動拠点整備事業 15,403
　　世界遺産登録活動事業（地方創生） 1,926

●子どもが夢を持ち、健やかに育つまち
　　私立保育所・管外保育所保育委託事業 11 億 5,462
　　病児保育事業 1,230
　　認可保育所定数確保事業 1 億 1,414
　○学童保育所整備事業 8,432
　　児童手当支給事業 10 億 4,618
　　乳幼児・子ども医療費支給事業 2 億 2,147
　　小学校施設大規模改造事業 7,278

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　
‥‥‥‥‥　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　
‥‥‥‥‥‥‥　　　　

‥‥‥‥‥‥　　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　
‥‥‥‥‥‥‥‥　　

‥‥‥‥　　

‥　　　　　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　

‥‥‥‥‥‥‥　　　　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　　
‥‥‥　　　　

‥‥‥‥‥‥‥　　

総合計画別にみる
主な事業と予算額
(○が新規事業　単位：万円 )

※職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む）
※職員給与費には、教育長、嘱託職員などの分を含む

0.4

0.4

△12.8

2.2

△4.9

△0.7

1億1,196

2,438

2億2,959

19億2,429

7億6,929

30億5,951

1億1,239

2,448

2億9

19億6,736

7億3,181

30億3,613

平成２８年度当初予算人件費の状況

人
件
費（
万
円
）

その他（退職
手当組合負担金、
共済費等）

議員報酬

市長
副市長給与

非常勤特別
職等報酬

職員給与費

計

職員数（人）

対前年度
伸率(%)

平成
27年度

平成
28年度

309 319 △3.1

平成28年度予算特 集

▲今年度も引き続き「ふくつ
ミニバス」を運行します

コミュニティバス運行委託事業

▲買い物弱者等への支援策と
して、宅配のモデル事業を実施

買物支援モデル事業

▲認定こども園施設整備への
補助や用地整備を行います

認可保育所定数確保事業

▲現計画の評価、市民意識調
査、政策・施策等を検証します

総合計画策定事業
写真で見る予算
ソフト編

　　少人数学級設置事業 1,257

●みんなが安全に、安心して暮らせるまち
　　宗像地区事務組合消防費負担金 5 億 5,402
　　橋梁長寿命化修繕事業 1 億 521
　　市道維持事業 1 億 6,787
　　ＪＲ東福間駅自由通路改修事業 8 千
　　消防格納庫整備事業 5,005
　　障害者自立支援給付事業 8 億 5,053
　　市民後見推進事業 247
　　障害者虐待防止対策事業 316
　　生活困窮者自立支援事業 368
　　個別予防接種事業 1 億 7,492

●自然を大切にした美しいまち
　　住宅用新エネルギー設備等設置補助事業 300
　　松くい虫防除事業 1,628
　○下水汚泥リサイクル事業 27
　　玄界環境組合負担金 9 億 2,516
　　じん芥収集事業 3 億 1,325
　　宗像地区事務組合清掃費負担金 1 億 1,637

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　

‥‥‥　　　　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　
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‥‥‥‥‥‥‥　　　　
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　

‥‥　
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　
‥‥‥　　　　

●みんなにやさしく、快適で住みよいまち
　　合併処理浄化槽設置整備補助事業 83
　　コミュニティバス運行委託事業 4,248
　　福間駅前線整備事業（市営事業） 2,217
　　福間駅前線電線共同溝事業 2 億 6,001
　　ＪＲ福間駅東口駐輪場整備事業 9,095

●地域産業を支え、育むまち
　　活力ある高収益型園芸産地育成事業 3.646
　　県営ため池整備負担事業 3,877
　　水産振興補助事業 472
　　商工会補助事業 1,594
　　中小企業融資制度事業 3,500
　　買物支援モデル事業 310

●福津ブランドを生み育て、発信するまち
　　福津産品販路拡大事業 360
　　福津ブランド戦略事業 236
　　福津空き店舗等活用事業 600
　　福津市ＰＲ事業 150
　　宗像・福津・松本青少年交流事業 94
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